
第３学年 算数科学習指導案 

日  時：６月９日（金） 第５校時 

場  所： 

授業者：           

1.単元名 かけ算の筆算 

 

２.単元について 

小学校学習指導要領解説算数編（平成 29年告示）において，本単元について以下のように記載されている。 

 Ａ数と計算 

（３）乗法  

（３）乗法に関わる数学的活動を通して,次の事項を身に付けることができるよう指導する。  

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。  

（ア） ２位数や３位数に１位数や２位数をかける乗法の計算が,乗法九九などの基本的な計算を基にしてできるこ

とを理解すること。  

（イ） 乗法の計算が確実にでき,それを適切に用いること。  

（ウ） 乗法に関して成り立つ性質について理解すること。 

 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ア） 数量の関係に着目し,計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性質を見出したりするとともに,その性

質を活用して,計算を工夫したり計算の確かめをしたりすること。 

本単元は， ２位数×１位数の学習の３時間目である。前時に２０×３を学習している。授業の始まりは全員が自分なりの

考えがもてる問題からスタートすることが学習意欲を高める上で重要であると考える。そのためいきなり３２×３を提示する

のではなく，被乗数を□で示した問題を提示し， □にどの数字をいれるか自分で決定し考えさせる。児童は，既習の学習

から□に１位数や１０の倍数を入れて立式するであろう。そこから，まだ未習である２位数×１位数という本時の課題につな

げていくことにする。３２×３の計算では, 23 を「10が３こと１が２こ」と捉えることで，乗法九九とたし算によって答えが求

められること(分配法則の活用)を理解できるようにする。そのために，自力解決と練り合う段階に，算数的活動として図や

言葉や式を用いて計算の仕方を考え，説明する活動を取り入れ，筆算をつくり上げていく過程に注目させていく。全体の場

では，図と式を関連付けることで， 分配法則の考え方を基に位ごとに分けて計算していることについての理解を深めさ

せ，整った筆算形式へとつなげていきたい。  

意見交流の場では，一人の児童が考えを出したら，その考えについて理解できたのか，それとも 理解できないところが

あるのかハンドサインを出すようにさせたい。そして考えを出した児童に限らず，理解できていた児童に分かりやすく説明さ

せるようにさせたい。そうすることで説明する児童の考えをただ聞いて理解するという受け身の学習ではなく，一人一人が

主体的に考えていく学習が展開されると考える。話し合いを進める中で，自然に復唱・言い換え・質問等を行い，全員 参

加の授業になるように支援していきたい。 

３．児童の実態 

本学級は児童数１８名（男子８名，女子１０名）の学級である。児童は，どの教科においても課題に意欲的に取り組むこ

とができる。ほとんどの児童が課題解決のための手立てとして，既習事項を活用しながら自力で答えを導くことができる。

その一方で，既習事項の活かし方が分からず,自力解決を苦手としている児童も数人いる。既習内容の定着度や，理解に

至るまでにかかる時間には，差が見られる。また，分かったことや考えたことを言語化して表現することや，自分の考えを説



明することに苦手意識をもつ児童もおり，分かっていても，自信がないため発表できずにいる。積極的に手を挙げて自分の

意見を発表できる児童は限られてしまう傾向がある。そこで，児童が自力で問題を解決していく過程を大切にし，グループ

で説明し合う場を設けて，児童の自信につなげたい。 自力解決できる児童には，人に分かりやすく説明することを，そうで

ない児童には，具体物や図，式を使って，既習事項を活かした考え方ができるように個に応じて指導していきたい。 

 

４．研究主題について 

学ぶ楽しさを実感できる算数・数学教育 

～主体的に自分の考えを表現し，学びを深める指導の在り方～ 

 

研究内容１ 児童が主体的に問題に取り組むための導入の手立ての在り方 

まず，前時の復習をする。そして,児童が本時の問題を理解し立式をする時間をとる。立てた式から,今までとの違いに気

付かせる。児童が本時の授業の課題を自分達の言葉で作ることができるようにする。その後，解決までの見通しをもつ時

間をとり，全体で共有する。児童全員が見通しをもつことで一人ひとりが本時の問題に主体的に取り組めるようにする。 

 

研究主題２ 児童が目的をもって取り組む交流活動 

本学級では交流を行う目的を以下の 3点としている。①自分の考えと同じ考えの仲間を見つけ，解き方を確かめる交

流（確かめる），②自分とは違う考え方を見付けに行く交流（広げる），③交流を通して解き方や説明を見直し，より分かり

やすいものになるよう確かめる交流（深める）である。児童一人ひとりが，自分の考えを「確かめる」，「広げる」，「深める」

を目的として交流活動を行う。自分の目的に合った交流を自分で考えて行えるようにする。自分の考えの広がりや深まりを

実感することで，交流の意義を児童自身が感じられるようにする。 

 

研究主題３ 共通点を整理し，統合的に考えることを通して児童の言葉で学習をまとめる 

全体交流で児童の考えを交流した後，図，式，言葉の３つの考えの共通点を問い，位ごとに分けてから，計算しているこ

とに気付かせる。その共通点を基に，課題と照らし合わせて，本時のまとめを児童の言葉で行う。自分の言葉でまとめる

ことで，統合的に考える力を育み，学びを深められるようにする。 

 

５．人権教育の観点の明確化 

３２×３の計算の仕方を考える場面で，一つの方法で答えを導き出すことができればよいと考える児童がいると予想され

る。そこで，児童同士の交流の場面では，特に，自分とは違う考えを見付けることを重視させる。全体交流の場面では，児童

の発表後，違う児童にも同じように説明させる。それらの活動から，一つの問題でも，多様な考え方があることに気付くこと

ができると考える。（認識力） 



４ 単元指導計画（全 14 時間） 

時数 主 な 活 動 評 価 規 準 

１ 

・ 

２ 

何十,何百×１位数の乗法では,１０や１００を単

位として数を見ることで,九九を用いて計算するこ

とに気付き,式や図を用いて計算することができ

る。 

１０や１００を単位とした数の見方に着目

し,何十,何百×１位数の計算の仕方を考え,説明

している。         【考・判・表】 

３ 

本時 

・ 

４ 

３２×３の計算の仕方を考えることを通して,分

配法則を用いてかけられる数を位ごとに分けて計

算できることに気付き,計算の仕方を既習の乗法を

用いて考えることができる。 

数の構成に着目し,２位数×１位数の計算の

仕方を,既習の乗法を用いて考え,説明している。 

  【考・判・表】 

２位数×１位数の計算の仕方を,既習事項を

使って考えようとしている。          【主】 

５ 

２位数×１位数で,部分積に繰り上がりのある場

合の計算原理や方法、筆算の仕方を理解し,計算で

きる。 

２位数×１位数で,部分積に繰り上がりのあ

る場合の筆算の仕方を理解し,計算できる。 

【知・技】 

６ 

２位数×１位数で,部分積が百の位に繰り上がる

場合の筆算の仕方を理解し,計算することができ

る。 

２位数×１位数で,部分積百の位に繰り上が

る場合の筆算の仕方を理解し,計算できる。 

【知・技】 

２位数×１位数の学習をもとに,３位数×１

位数もできないかと発展的に新しい問題を見出

している。             【主】  

７ 

３位数×１位数で,部分積に繰り上がりのない場

合の計算原理や方法、筆算の仕方を理解し,計算で

きる。 

 ３位数×１位数の計算の仕方や筆算の仕方を

理解し,計算できる。       【知・技】  

           

８ 

３位数×１位数で,部分積に繰り上がりのある場

合の筆算の仕方を理解し,計算できる。 

 ３位数×１位数で,部分積に繰り上がりのあ

る場合の筆算の仕方を理解し,計算できる。 

【知・技】 

９ 
３位数×１位数で,被乗数に空位がある場合の筆

算の仕方を理解し,計算できる。 

 ３位数×１位数で,被乗数に空位がある場合

の筆算の仕方を理解し,計算できる。【知・技】 

１０ 
具体的な場面を通して,乗法の結合法則が成り立つ

ことを理解する。 

 乗法の結合法則の意味を理解し,それを用い

て計算を工夫することができる。 【知・技】 

１１ 
具体的な乗法の場面を,言葉の式を用いて一般的に

まとめることができる。 

 乗法に関するいろいろな言葉の式を１つの言

葉の式にまとめることができる。【考・判・表】 

１２ 

具体的な乗法の場面を,言葉の式やテープと数直線

の図で表し,問題を解決することができる。 

 乗法の場面で,テープと数直線の図が表す意

味を理解し,立式することができる。 

【知・技】 

１３ 

学習内容を振り返り，練習問題に取り組む。  ２,３位数×１位数の計算ができ,それを用い

て問題を解決することができる。 

【知・技】 



６．本時のねらい 

図や式で考える活動を通して,既習の事項と結びつけることに気付き,一の位が０ではないときは,十の位と一の位に分け

て考えることができる。 

本時の展開（３/１４時間）                                                    ◇人権教育の観点 

 学習活動 指導・援助 

つ
か
む                       

展
開                                      

                             
 

終
末 

１．本時の問題を把握する。 
 
１本□円のえんぴつを３本買います。代金はいくらですか。  
 
〇３０円のお菓子で式を立てよう。  
  ３０×３  
〇３２ 円のえんぴつだったら何円になるだろう。  
 ・３２×３は難しい。やりかたがわからない。  
 ・３０×３に近い。  

〇３２では，どんな答えになるのかを考えよう。  
２．本時の課題をつかむ。 
 
一の位が０でない２けた×１けたの計算の仕方を考えよ
う。 
 
〇どのように考えますか 。 
 ・計算で ・図 ・言葉を使って 
３．個人追求をする。  
 ・図を書いて考えてみよう 。 
 ・３０×３はできるからそれを使おう 。 
 ・10 円玉と 1 円玉を使おう 。 

４．スクランブル交流をする。 
○自分の考え方を仲間に説明しましょう。 
○仲間の考え方を理解し、自分の考えと比べてみましょ
う。 
５．全体交流をする。 

・３２を３０と２に分けて考える 。 
 ３０×３＝９０ ２×３＝６ あわせて９６ 
・お金で考える 。 
⑩⑩⑩ ⑩⑩⑩ ⑩⑩⑩ →9０  
①①   ①①   ①① →６      あわせて ９６  
                     だから３２×３＝９６ 

・足し算をする 。 

 ３２＋３２＋３２＝９６  
６．本時のまとめをする。 
〇２けた×１けたの計算の仕方をまとめよう。  
 
十の位と一の位に分けて計算すればよい。 
 
７．練習問題に取り組む。 
〇今日分かったことを使って問題を解こう  
・２４×２を考える。 

・前時は、何十×１位数の計算だったため、

□に３０を当てはめて計算させる。  

 

 

 

・既習の計算に九九や何十×１位数があっ

たことを振り返らせ，本時の課題につなげ

る。  

・見通しの段階で、個人で追求する方法を

１つはもてるようにする。 

 

 

・３０×３はできる事を確認し，見通しをもた

せる。 

・机間指導をしてだれがどんなやり方をし

ているかをつかむ。 

 

 

◇一つの問題でも、多様な考え方があるこ

とに気付く。（認識力） 

・ハンドサインを活用し，できるだけ児童が

発言をつないでいけるように支援する。  

・図等も活用させながら説明させるように

する。 

・良い呟きや発言，態度は積極的に取り上

げる。  

・似ているところを話し合い，図や絵・お金

なども ３０と２に分けて考えていることを確

認する。  

・全体でまとめる前に，２けた×１けたはどう

やったら答えが求められるかペアで説明し

合う。 

＜評価規準＞ 

十の位と一の位に分けて計算する過程を,

式や言葉を使って考えている。 

                  【思考・表現・判断】 


